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巻頭言

会 長挨拶

大阪臨床整形外科･医会

会長坂本徳成

ｌ昨年（昭和58年）１２月、大阪臨床整形外科医会(ＯＣＯＡ）の総会で、現在のような組職

が出来上り、除々にではありますが、渚実にいろいろな行事が活動しはじめて、早や１年と４カ

月が経過致しました。昨年12月の第８ＭＯＣＯＡ総会も平隠に終了致しましたことは、この上も

ない喜びと存じます。これも一重に会員皆様方の強力な御支援、ご鞭推のたまものと感謝致して

おります。

ｌ昨年、長崎での第10回日本臨床整形外科医会での研修会の際、ＮＨＫの医療プロジェクトの

チーフディレクター行天良雄先生が、「将来の開業医像」と題して講演をされ、これからの医療

について、先進国の間では、すでに医療行為も、治癒を期待する一つの緊約と考えられ患者が来

院して治療を受けるということ、つまり医者の側から言えば、来院した患者に治療を施行すると

いうことは、治療費を媒体として、疾病が完治するという紫約を結んだと考えられ、充分な治療

及び完治が履行されなかった場合は、紫約違反として、トラブルも起こりつつあるということで・

した。

しかるに、ここ日本においても、これからの高齢化社会にむけての医療行為は、今までの感染

症を中心にした疾病構造に対するものから、治ったか治らないかわからないような疾病、つまり

機能の回復が遅れている為、患者側から見れば、治ったと思われないような疾病構造への変化の

為我々整形外科医は、病気を治すというよりも、むしろ機能退化を防止し、機能を回復させる医

縦コンサルタント的な形に変化していくのではないかという主旨の講演には、少くなかやずショ

ックを受けました。このように医療そのものに対する考えが刻一刻と変化している社会'情勢を考

えます時に我々開業医としては、より高い妓新の専問的な知識吸収の為に研錨をつまなければな

らないと思います。その為の一環としてＯＣＯＡでは、日整会認定医継承の為に必要な、日整会

の定める研修会を２回実施致しました。今後は、認定医研修委員会の定める細則により、それに

応じた研修会を年数回実施していきたいと考えております。

又一方、昨年１０月より健‘保法が改正され我々開業医をとりまく状勢は一段と厳しくなり、事実

全国的に、１０～20％の収入減が余・儀なくされております。この３月１日よりの保健点数改正も薬

･価の引き下げと相まって実質的なアップは望めないような現状であります。このような厳しい状

況下において我々整形外科開業医は、一致団結し、ＪＣＯＡ、日整会、日医を通じて厚生省への要

望を１つでも多く実現させていけるような会へ発展させていきたいと思っております。どうか引

き続き御協力、御支援をお願いいたしまして御挨拶とさせていただきます。
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｢Microsurgeryを応用した四肢再建手術」

奈良医大整形外科助教授玉井

第８回大阪臨床整形外科医会定時総会及び研修会
（昭和５９年１２月１日）

進先生

・懇親会

会
宣
挨
選
案
案
案
案
案
案
宣

議
議
議
議
議
議

会
長
長
号
号
号
号
号
号
会

１
２
３
４
５
６

開
会
議
議
第
第
第
第
第
第
閉

総

１
２
３
４
５

０ 午後３．００～４．００

言 司会村上理事
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昭和59年度事業報告について三橋副会長

昭和59年度会計報告について承認を求める件山本・馬場理事

昭和60年度事業計画について承認を求める件吉田副会長

昭和60年度収支予算案について承認を求める件山本・馬場理事

ＪＣＯＡ学術振興基金拠出金について承認を求める件坂本会長

昭和60年度役員変更について承認を求める件坂本会長

言 吉田副会長

・研修

講

会
演

Ｉ昭和59年度ＯＣＯＡ庶務及び事業報告

ｊ
①
②
③
④

２

(６．００～７．３０）

１） 会員状況

期首（５８．１２．３）７６名期末（５９．１１．３１）１０９名

会議開催状況（５８．１２．３～５９．１１．３１）

総会定時総会（５８．１２．３）於ホテル南海

定例理事会７回出席役員延合計７３名

臨時理事会１回

その他諸会議出席状況

5９．１．２８兵庫県臨床整形外科医会於神戸貿易センター

5９．３．１３第６回ＪＣＯＡ近畿ブロック会議於京都なかむら

5９．４．２２ＪＣＯＡ各県代表者会議於東京

5９．６．２３ＪＣＯＡ各県代表者会議於札幌第一ホテル

5９．６．２３ＪCOA総会10周年記念式典懇親会於北海道ペケレット湖園

－２－



３）

４）

５）

５９．７．１５

５９．７．２２

５９．９．１

５９．９．10

59.9.22デ2４

５９．９．２２

５９．９．２２

５９．１０．２７．２８

59.12.1

研修会

５８．１２．３

5９．２．２５

5９．５．２６

5９．１０．２０

5９．１１．１０

５９．１２．１

第７回ＪＣＯＡ全国社保懇談会於東京

第１回ＯＣＯＡゴルフコンペ 於竜王ＣＣ

第７回ＪＣＯＡ近畿ブロック会議於神戸ポートピアホテル

大阪府医師会単科医会連絡協議会於自転車貿易振興会館

第１１回ＪＣＯＡ研修会於宮城県仙台

ＪＣＯＡ各県代表者会議於宮城県仙台

ＪＣＯＡ全国保険懇談会於宮城県仙台

ＯCOA秋の一泊懇親旅行兼､第２回ＯＣＯＡゴルフコンペ

於片山津ＣＣ日本海コース

ＯＣＯＡ総会於大阪メディカルホール

「最近の骨折の治療」

大阪府立病院整形外科部長浜田博朗先生於ホテル南海

「老人に於ける整形外科的疾患」

関西医大助教授小川亮恵先生於日航ホテル

「最近のＯＡ治療について」

香川医大教授上野良三先生於社会福祉会館

「消炎鎮痛剤の最近の進歩と応用」

慶応義塾大学内科客員教授勝正高先生於薬業年金会館

第１回ＯＣＯＡ症例検討会於三和化学研究所メディカルホール

「Micrcsurgeryを応用した四肢再建手術」

奈良医大助教授玉井進先生於大阪メディカルﾎール

ＯＣＯＡＮＥＷＳ（大阪臨床整形外科医会会報）

第１号発刊５９．８．２０

ＯＣＯＡ会則並びに会員名簿作成５９．３．

－３－



Ⅱ昭和59年度会計報告

大阪臨床整形外科医会収支報告書

期間目昭和５８年１２月ｌ日

至昭和５９年１１月１５日

収支計算書並びに貸借対照表を作成し御報告申し上げます。

１） 大阪臨床整形外科医会

前期

今期

繰越金

収益金

次期繰越金

2）大阪臨床整形外科医会貸借対照表

資産の部

現金 ２８，５９０

普通預金 ６６８，８７３

定期預金 ５００．０００

計 1，１９７，４６３

会計山本

馬場

８６７，６９５

３２９，７６８

1，１９７，４６３

光男

貞夫

昭和５９年１１月１５日現在

負悩の部

前期繰越金 ８６７，６９５

支出引当金 ３２９，７６８

計 1，１９７，４６３

３）大阪臨床整形外科医会５９年度会費納入状況

会員１０９名 １，３０２，０００円

4）大阪臨床整形外科医会収支計算書

支 出

日本臨床整形外科医

会費（１０７名）
４２８‘０００

近畿ブロック会費 １０，０００

兵庫臨床整形祝金 ３０ ０００

事 務費 １２０ ０００

通 信賀 ８４３００

印 刷質 ４４７００

役員交通費 ９４０００

役員出張賢 １７９ ８００

慶 弔質 １００００

雑 費 １０１６０

収 益金 ３２９ ７６８

計 1，３４０ ７２８

自昭和５８年１２月１日

至昭和５９年１１月１５日

収 入

広告代（大正製薬） ３０，０００

大阪医師信用
(預金利息） 8．７２８

年 会費
(59年度分） 1，３０２，０００

1，３４０．７２８

－４－



４８０，０００．－

１０，０００．－

１０，０００．－

研修会

６０年３月、５月、１０月、１２月の年４回開催予定

（いずれも日整会認定医教育研修会として、認定単位がとれるよう配慮されています｡）

。

ＯＣＯＡＮＥＷＳ年２回発刊予定

厚生部予定

ｌ）第３回ゴルフコンペ（春）

５月１２日（日）瀬田ゴルフコース

○
◎

２）第４回ゴルフコンペ（秋）

10月13日（日）竜王ＧＣ

３）第２回旅行

１１月９日（土）～１１（日）白浜方面国鉄にて往復

・古賀之井泊

（白浜ゴルフ場（平草原）にてゴルフ、臨海研究所等見学）

・割烹「なにわ」にて夕食

症例検討会の開催６月15日（土）（於大阪メディカルホール）

ＪＣＯＡ各県代表者会議、その他諸会議出席

第９回近畿ブロック会議（９月７．８日）主催県として準備

。
。
○

Ⅳ昭和60年度収支予算案について

く収入の部＞会費
受取利息

繰越金

合計

1，４４０，０００．－（１２，０００×１２０名）

２２，５００．－

１，１９７，４６３．－

２，６５９，９６３.一

費
費
費

く支出の部＞会議費 1，０００，０００．－

１２０，０００．－

１００，０００．－

１００，０００.一

総会費

研修会費

金

４００，０００．－

６００，０００．－

分担 ５００，０００．－

３５０．０００．－

日本臨床整形会費

近畿ブロック会費

大阪府単科医科会費

費３２０．０００．－

Ⅲ昭和６０年度の事業計画について

需要

役員出務費

役員出張費

費

事
印
通
費

務
刷
信

予備

1００，０００．－

２５０，０００．－

交通

－５－

合 2．６５９．９６３．－

４８９．９６３．－

計



Ｉ日本臨床整形外科医会(昭和60年第１回)各県代表者会議報告

日時

場所

昭和６０年３月１７日（日）１０．００～１６．００

東京都医業健保会館４階第１会議室

上記の日時、場所において三木仁会長をはじ

め、高山・谷口両副会長、各理事、監事そして

1人の欠席者もなかった各県代表者、総数57名

の出席者を得て横関議長、中村副議長のもと今

年最初の各県代表者会議が開催されました。三

木会長の挨拶の後、次のような理事会報告があ

りました。

ｌ）５９年事業報告、会計報告、監査報告、６０

年事業計画案、予算案（高山）

（資料(1)(2)(3)参照）

２）会員状況（高山）

Ｓ６０．３．１．現在２，９３１名。新入会員

は53名。退会者は10名、内死亡退会者は５

名。

３）日整会評議員選挙結果（谷口）

ＪＣＯＡより32名立候補され、２９名が当

選されました。この４月６日の日整会評議

委員会（１６０名）の理事選挙には、ＪＣ

ＯＡより、金井、藤野、宮地の３名の先生

方が立候補される予定であります。

４）ＪＣＯＡ役員改選の件

会長、副会長、監事、議長、副議長は現

在通り、又新理事も満場一致で承認されま

した。

５）学術集会について（日整会認定医教育研

修会を含めて）（原田雅）

原田雅弘担当理事、信原委員長の下で、

ＪＣＯＡ学術集会を年に一回開催出来るよ

うに努力中であります。現時点で日整会認

定医研修会の単位制はトライアルとされて

いるが、同研修会委員１２名で目下みなおし

検討中であります｡(資料(4)参照）

会長坂本徳成

６）日整会社保委員会について（原田雅）

ＪＣＯＡからは藤野先生が日整会社保委

員として日医を通じて出席され、厚生省と

のパイプ役をはたされております。

①技術料、プライマリーケア、救急医療点

数の新設。

②創傷処理、骨折整復等、頻度の高いもの

の点数アップ。

③整形外科的慢性疾患指導料Rieｍｅｎの整

復料、救急時の挿管料その他。

７）医業経営委員会報告（高瀬）

年２回行こなわれ、非医師の医療類似行

為が問題となっている。法律で規定されて

いるものは、柔道整復師、あんま、鍍灸等。

規定されていないものとしてカイロ等があ

ります。

８）６０年第12回ＪCOA研修会について（富田）

現時点では参加者が少くないので多数の

参加要請がありました。

９）６１年第13回ＪＣＯＡ研修会について(栃木県）

栃木県、高瀬会長のもとで行われます。

１０）ＪＣＯＡスポーツドクターに関する件(高山）

日体協がスポーツドクターを認定してい

るので混乱をきたしています。ＪＣＯＡか

らも日整会を通じてスポーツドクターを認

定するよう要請中であります。

11）会誌編集委員会報告（原田裕）

１０周年記念特集号を４月に各会員に発送

予定であり、続いて次号の準備中でありま

すので、各会員の投稿を要望されておりま

す。

12）第８回西太平洋整形外科学会参加ツアー

について

－６－



各会員に資料を発送ずみです。国際学会

に出席した際にも日整会研修単位が収得出

来るよう日整会に働きかけをしております。

13）その他

①健保法改正後について（藤野）

全国的に各県とも１０～20％減収。患者数

で１５～20％の減少。社保とともに国保も減

少の傾向にあります。

②自賠責保険について（高瀬）

。日医を窓口にして損保会社の中央組織と折衝。

o特別の事情がない限り支払いの遅れはない。

。日整会社保委員会の中に社保、労災、自

賠責委員会がある。

。リサーチ会社と弁護士が共同で調査にや

ってくる。

。１点20円が60％以上。

③ＪＣＯＡ会員による学術集会のご案内(高山）

４月７日９．３０～１１．００

パネルディスカッション’

４月８日８．３０～１０．００

パネルディスカッションⅡ

４月８日10.15～11.45

ワークショップ

以上のプログラムが日整会学術集会におり

こまれています。ＪＣＯＡの皆様、多数御

参加下さい。

④全国的に破傷風が多発しています。トキ

ソイド、テタノブリン及びガンマグロブリ

ン等々を御準備下さい。

（各県代表者会議資料抜粋）

資料（１） 日本臨床整形外科医会昭和59年事業報告
（昭和５９年１月１日～昭和５９年１２月３１日）

。１月８日（日）理事懇談会9.00～15.00（静岡焼津）
。１月２１日（土）５８年会計監査

。２月26日（日）第１回ＪＣＯＡ理事会10.00～16.00（東京ホテルパシフィック）
。３月20日（火）日本臨床整形外科医会会誌第11号発行
。３月31日（土）常任理事懇談会開催１６．００～19.00（大江戸）
。４月21日（土）常任理事懇談会開催18.30～21.30（大江戸）

。４月22日（日）ＪＣＯＡ各県代表者会議開催10.00～16.00（東京土木建築厚生会）
。５月26日（土）常任理事懇談会１６．００～20.00（大江戸）

。６月21日（木）ＪＣＯＡ選出の日整会評議員相談会12.00～14.00（北海道京王プラザホテル）
。６月23日（土）ＪＣＯＡ各県代表者会議開催12.00～13.00（札幌第一ホテル）
。６月23日（土）ＪＣＯＡ総会と懇親会・』ＣＯＡ10周年記念式典18.00～20.00（北海道サッポロヒール園）
。６月24日（日）日本整形外科学会学術集会
。７月14日（土）研修会事務局長座談会17.00～20.00（大江戸）
。７月15日（日）第７回全国保険懇談会１０．００～16.00（東京土木建築厚生会）
講演厚生省医務局，総務課長古川貞二郎
日本医師会常任理事吉田清彦

。８月６日（月）常任理事会開催17.30～20.30（大江戸）
。８月15日（水）日本臨床整形外科医会会誌特集号発行。′､eﾈﾙデｨｽｶｯｼｮﾝ｢整形外科の技術評価」
。８月15日（水）日本臨床整形外科医会会誌特集号発行（第７回全国保険懇談会）
。８月26日（日）第２回ＪＣＯＡ理事会開催10.00～16.00（東京ホテルパシフィック）
。９月22日（土)、２３日（日、祭日)、２４日（振替休日）

第１１回ＪＣＯＡ研修会開催（宮城）出席者２９０名、同伴者１７８名
米第10周年記念行事

。９月22日（土）各県代表者会議開催16.30～18.00（仙台東急ホテル）
。９月22日（土）第８回全国保険懇談会開催16.30～18.00（仙台東急ホテル）
。９月23日（日）懇親会開催19.00～21.00（仙台東急ホテル）
。９月24日（月）学術講演（ＪＣＯＡ10周年記念講演）８．３０～１１．００
．１０月27,28日第20回全国身体障害者スポーツ大会に協賛（奈良）
。１１月26,28日自賠貴保険について、日医会長その他関係者と話し合う
。12月１日（土）常任理事会開催１６．００～２０．００（大江戸）
。１２月２日（日）全国保険審査委員会開催10.00～16.00（東京都医業健保会館）
。』ＣＯＡニュース年５回発行

－７－



3，５１８，１７３

７．０５０，７６８

資料（２） 日本臨床整形外科医会収支計算書

Ｖ人【7〕要
昭５９

２）支出の部 (昭59.1.1～昭５９．１２．３１）

１０，５６８．９４１

繰越金内訳

預金残高

定期預金

収
支
総
総

入２８，８０６，９６６

出1８，２３８，０２５

(昭59.1.1～昭５９．１２３］）

(昭和６０年１月１日～昭和６０年１２月３１日）

１０，５６８．９４１

１月26日（土）医業経営委員会
２月３日（日）広報委員会
２月８日（金）５９年会計監査
２月10日（日）常任理事会12.00～17.00（貿易センター会館）
２月22日（金）会誌編集委員会19.00～21.30（大江戸）
２月24日（日）第１回理事会10.00～16.00（東京ホテルパシフイック）
３月17日（日）ＪＣＯＡ各県代表者会議10.00～１６．００（東京都医業健保会館）

日本臨床整形外科医会昭和60年事業計画案資料（３）

－８－

。
◎
。
◎
◎
。
◎

）収入の部

科目 予算額 決算額 差異 備考

事務所設置費

事務人件費

通信郵送費

旅費交通費

会議費

慶弔費

印刷費

第１１回研修会補助金

消耗品費

運搬留

雑費

臨時職員費

加入権

什器備品

身体障害者スポーツ競技会

４８０，０００

０００，０００

３００，０００

５００，０００

７００．０００

３００，０００

５００．０００

２００，０００

１００．０００

１００，０００

１２６，８０１

３００，０００

１５０．０００

４
３
３
２
５
１

４８０．０００

８７９，４１８

０５３，７８２

２９５．２８０

３４１，４８９

１７１，１００

３３１，３３５

２００，０００

４６，８２０

３３，５２０

２４０，４９０

３０２，７０１

１６１，６００

６１０，４９０

９０，０００

９
０
０
９

，
く
Ｊ
《
く
Ｕ
、
″
』
。
■
且
４
“
”
。
’
『

０
２
８
０
１
０
５
０
０
０
９
１
０
０
０

１２０，５８

２４６，２１

２０４．７２

３５８．５１

１２８，９０

１６８，６６

５３，１８

６６，４８

１１３，６８

２，７０

１６１，６０

６１０，４９

６０，００

１
１
１

４
６
１
４

｢専用電話
Lファクシミリ
(ワープロ）

支出合計 ２１，７５６，８０１

(翌年繰越金）

１８，２３８

１０．５６８

２８．８０６

０２５

９４１

９６６

3，５１８，７７６

科 目 予算額 決算額 差異 備考

会 費

賛助会費

広告費

雑収入

〔言．
フ

(内訳）

慶（郵送費）

ジオ短波手数料

預金利息

前 期繰越差額

８．６４０，０００

１，５００．０００

２，１００，０００

９,５１６．８０１

１２．０５５，５００

３，３６２，７５６

３，０１０，０００

５２９，９２０
(内訳）

８２，８００

４４７，１２０

３３１，９８９

９，５１６，８０１

１
１

3‘４１５，５００

１，８６２，７５６

１，４３９，９２０

３３１，９８９

０

収入合計 ２１，７５６，８０１ ２８，８０６，９６６ 7．０５０，１６５



。３月末日１０周年記念会誌発行予定
。４月６日（土）ＪＣＯＡ選出の日整会評議員相談会12.00～14.00（長良川ハイツ）
。４月７日（日）ＪＣＯＡ各県代表者会議12.00～13.00（岐阜会館）
。４月７日（日）ＪＣＯＡ総会と懇親会17.00～20.00（岐阜会館）
。４月７日～８日日本整形外科学会学術集会（岐阜、赤星会長）
。６月30日（日）第９回全国保険懇談会10.00～16.00（東京都医業健保会館）
。８月25日（日）第２回理事会１０．００～16.00（東京ホテルパシフイック）
。９月14日（土）～１６日（月）（振替休日）第１２回ＪＣＯＡ研修会（横浜市）
。９月14日（土）ＪＣＯＡ各県代表者会議14.00～１５００（ホテル、ホリデイインヨコハマ）
。９月14日（土）第１０回全国保険懇談会15.00～17.00（ホテルホリデイインヨコハマ）
。９月15日（日）懇親会19.00～21.00（ホテル、ホリデイインヨコハマ）
。９月16日（月）学術講演8.30～12.00
。１２月１日（日）全国保険審査委員会10.00～16.00（東京都医業健保会館）
。』ＣＯＡニュース年５～６回発行
･会誌13号発行

資料（４）

日本臨床整形外科医会学術集会並びに日整会認定医

のための教育研修会の実施について

標記の問題については、ＪＣＯＡ学術委員会

の信原克哉委員長から既に次のような答申を戴

いておりますが、その実施にあたっては尚検討

するべき多くの問題を抱えております。

しかしながら、日整会認定医のための教育研

修会は実際の発効にさきがけて各地で実施の機

運にありますので、地区地域での教育研修会の

実施要領を簡単に説明致します。

★日整会認定医教育研修会開催手続きについて

1．将来日整会認定医は、２年に12単位（１講

師をｌ単位とする）以上の研修会受講が必要

となります。

2．認定医は２年毎にその期間内の受講証明書

の写しを中央資格認定委員会に送付すること

になるので、各人は受講証明書を保存してお

かねばなりません。

３．以上のために教育研修会を開催しようとす

る場合は、日整会事務局あてに次の要領で手
続きを完了してください。

★実施手続き要領

ａ）講師の資格は、原則として大学講師以上お
よび、これと同等以上の人を適格とします。

ｂ）受講費は、１日あたり1万円を超えないも

のとします。また講師謝礼は資料製作費を含

めて１時間あたり３万円となっています。

受受講費、講師謝礼は、主催者の都合で多少
の増減があってもやむを得ないとされています。
★日整会教育研修会としての認定手続きの要

領は以上の通りですが、その講習会の規模に

つきましてはいろいろの場合があろうかと存

じます。

（主催者例）１）Ａ市整形外科研究会

Ｂ地区整形外科懇談会

－９－

２）Ｃ県臨床整形外科医会

Ｄ県整形外科研究会

３）Ｅ、Ｆ、Ｇ数県規模で開催さ

れる整形外科研究会(例､｣I陸～）

４）ブロック単位で開催される整

形外科学会(例、中国四国～）

５）関東整災、中部日本整災、西

日本整災、など大規模学会

６）日整会学術集会、ＪＣＯＡ研
修会など全国規模学会

以上のうち地区の臨床整形外科医会として関
係が深いものは、ｌ）～４）と思われます｡地元大
学、地区の研究会などと緊密な連携をとって開
催日、演者、講演内容等を調整の上臨床整形外
科医会独自で、あるいは地元大学、地区の研究
会と共催の形で効果的に教育研修会を企画実施
してください。

★２年間に12単位の受講ということは現実問
題として困難な場合も考えられますので、こ
れを補完する意味でもＪＣＯＡとして対策を
考えております。

★ＪＣＯＡとしての全国規模の学術集会につ
きましては引続き学術委員会および理事会で
検討いたします。

※また昭和63年までは、この教育研修会はあ
くまでトライアルで現在行われている教育研
修会で発行されている受講証が認定医の資格
維持に有効であるとは決まっておりません。
当分の間点数などにこだわらず悠々ご研さん
ください。

しかし各地区での臨床整形外科医会として

の教育研修会は活発に行ってその実施に馴れ
ておく必要があろうかと存じます。



Ⅱ第８回日本臨床整形外科医会近畿ブロック会報告

昭和60年３月９日（土）白浜ホテル川久に

於て午後５時より会議が行われた。

参加者は大阪４，京都5，兵庫２，滋賀３，

奈良３，和歌山７，計24名であった。

ｌ）ＪＣＯＡ理事会報告（59年９月24日）

京都、野口先生報告

①５９年事業報告、監査報告、会計報告、

６０年事業報告、予算につき報告。

５９年12月31日現在、ＪＣＯＡ正会員

２９２３名、賛助会員36名。

会計収入２，８８０万円

６０年度予算２５，５６８，９４１円、会費は80％

の収入状況である。

②学術振興基金は現在８５２万９２５円、

６０年３月末でＪＣＯＡ会員数は２，９２６名、

会費納入83％である。

③日整会の理事の立候補者としてＪＣＯＡ

より29名、近畿地区より５名である。

④ＪＣＯＡ役員改選について

会長、副会長は保留、理事は野口、荻原

先生、議長は留任、各種委員会委員は担当

副会長三橋二良

理事が決定してから

⑤日整会認定医研修会は現在受講者にノル

マはない。

＠ＪＣＯＡ研修会開催は横浜の次は、来年

栃木県にて行なう。その次は未定である。

⑦スポーツドクターは日整会より出そうと

しているが、もし出なければＪＣＯＡより

出す予定。

③広報委員会よりＪＣＯＡニュースを３回

発行した。

２）近畿ブロック会の協議会報告について、

３月17日荻原（兵庫)、岩井（奈良)、の両

先生をＪＣＯＡ理事として選出することに

決定した。

３）次回近畿ブロック会開催（60年９月７日

（土）について､大阪の坂本会長より説明が

なされた。

会議終了後、宴会場にて大変にぎやかに宴会

が行われ、和気あいあいの内に充分親睦の実を

挙げて終了した。翌日は白浜ゴルフ場に於て、

親睦ゴルフコンペが行われた。

Ⅲ大阪府医師会・医学会運営委員会報告

ＯＣＯＡが大阪府医師会から、13番目の単科

専門医会として認知されたのに伴い、坂本会長

の御推送に基づいて、１月９日付で表記医学会

の運営委員を委嘱されました。

医学会と言うのは､｢医学・医術の研究とこれ

に関連する事葵をおこない、生涯教育の充実と

地域医療の推進につとめ、医学の進歩向上を図

る」目的で、(1)医学会の開催、(2)専門医会およ

び各種関係団体との協調、(3)医学の研究と情報

副会長吉田正和

の交換、(4)生涯教育の実施、(5)府医師会医学雑

誌の刊行、(6)医学研究に対する奨励及び表彰、

その他を企画・実行する部門で、府医師会員を

もって組織されます。

医学会長は稲葉府医会長で、副会長は橋本府

医副会長と坂本阪大医学部長。この３名と運営

委員27名とで委員会を構成、一方で１６６名の

評議員会があり、ＯＣＯＡからも三橋副会長と

大橋・山本両理事が入っています。
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１月～２月の御報告をいたします。

(1)第１０回運営委員会（１月21日）

①６０年度の医学総会は、１１月１０日開催の予

定とする。②３月度の学術講演会等とそ

の内容を決定（全会員へのピンク色の「お知

らせ」の分)。③５９年度医学研究奨励費助

成公募を行なう、締切は２月20に。④生

涯研修等懇談会の開催決定。⑤学術講演

会に、一般教養的なもの等も今後加えること

を検討。

(2)生涯研修、専門医・認定医・家庭医制度等

の問題に関する懇談会（２月９日太閤園にて）

出席者は稲葉会長以下の府医役員、医学会

運営委員、勤務医部会役員。日医の生涯教育

推進会議座長の阿部慈恵医大学長が講演（要

旨は府医雑誌に）され、引続き活発な質疑．

討論が行なわれた。

(3)第１１回運営委員会（２月25日）

副会長就任のご挨拶

日本臨床整形外科医会が生まれて早や１０年が

経ち、私達の大阪臨床整形外科医会もまた大き

く成長しました。此処までに育て上げる苦労を

なさって下さった、越宗・稲松・原諸先生他の

先駆者の方々に深い敬意と感謝を表しますと共

に、その後を仰せつかった者の一人として、責

任の重大さとそれを果たすことの難しさを痛感

して居ります。

もともと、日本整形外科学会等の運営にも開

業整形外科医の声を反映させようとして出発し

た色彩が濃かったのだと思いますが、今日では

日整学会員の開業医数が飛躍的に増大したこと

もあって、臨整医会の重要性も自主性も非常に

高まって参りました。

共に手を携えて整形外科医療の向上を目指し

て行動し、私達開業医の持つ多様性と独自性を

生かしながら、共通の利益・権利をも守って行

こうとする基本姿勢が地に着いて来たと申して

もいいでしょう。日整会認定医資格更新時の必

要講習単位も臨轄会主催のものを認めてもらい

開業医が受講しやすく且つ日常診療に密接なテ

ーマ・内容のものを、自分達の手で企画・実行
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①４月度学術講演会等を決定。②医学

研究奨励費助成の申請56件につき審査・送考、

３００万円の予算内に納めるのに苦心、個人

８万円・グループ13万円として採否を決定し

たが、開業医・勤務医とも申請件数激増し、

対応が難しくなっているので、送考基準等の

再検討をも論議。③大阪府漢方臨床医会

からの単科専門医会認知申請があったが、６０

年４月１日発足予定であることその他の事情

を考え、しばらく実践活動状況を見守った上

で、と保留になった。④４月30日に、テ

ムプル大学の先生から生涯教育プログラム等の

話を聞く会を持ちたい、との提案を可決し理

事会へ提出。

（次回運営委員会は３月25日に予定）

〔ＯＣＯＡ会員の先生方も、６０年度の研究奨励

費助成の御希望がありましたら、どしどし申請

されば良いと思います〕

副会長(学術担当）吉田正和

して行く努力がなされつつあるものもその一つ

の現れです。無論、認定のみが目的ではなく、

医師の責務である生涯研修の一助としてのこと

ですから、教養・社会性等をも深める多面的な

勉強の機会を創って行くことが大切であろうと

考えます。

私達誰しもがひしひしと感じている様に、医

療は今や未曽有の危機に立たされています。よ

りよい医療を、より多くの人々に受けて頂くた

めにはまた、医学以外の諸問題にも眼を向ける

ことが必要でしょう。健康と生命、人間性と平

和を尊重しようとする限り、私達の頭上に現に

ブラ下がっている数多の「デモクレスの剣」

(核兵器から点数改訂までの)に気づかぬ訳には

参りません。

私達の会も、内に向けての親睦・磨き合いの

努力と同時に外に向かっても、一層団結して諸

種の連係活動をしなければならぬ時期に到って

いるのではないかと思います。

会員諸先生方の今後共の御鞭縫をお願い申し

上げます。



Ｉ

研修会報告．研修会報告

Micmsurgeryを応用した四肢の再建手術

（講演要旨）

奈良医大整形外科助教授

玉井進

騨綴礎認･"雨…1暢癖~…禰郵鞍･腰…膿……騨翻噸呼溌聯職漕、 国でlzi数十の病院において、この分野での、す

なわち、整形外科、形成外科方面のmicrosu‐

rgeryを手がけている医師が約３００人いるの

が現状である。従って、最近では本邦における

この分野の地域差はあまりみられなくなり、ど

こへ行っても再接着術や各種の組織移植が受け

られるようになった。開業医として多忙な日常

診療の傍、microsurgeryを応用した再建術を

手がけている人もある。日常診疲中に診た患者

に現代の妓新の治療を受けさせるためには、自

分でやれればそれにこしたことはないが、少な

くともこの方而の知識をもっておれば、適宜判

断を下して、適当な病院に患者を紹介できるは

ずである。

microsurgeryを駆使すればどんな手術が可

能であるか？表に示すごとく、簡単なものと

■

■

一

■

四肢の各種再建手術に用いられるmicrosu‐microsurgeryを駆使すればどんな手術が可

rgeryは、microdissectiontechnique顕微剥離能であるか？表に示すごとく、簡単なものと

術をベースとしたmicrovascularsurgery微小しては損傷血管や神経の縫合、移植から、各種

血管外科とmicroneurosurgery微小神経外科複合組織の再接着や移植まで、実に様々 な再建

が主体となる。最新の手術用顕微鏡、手術器具術がおこなわれている。

と縫合材料を用いて熟練されたmicrosurgenの切断肢、指再接着術はすでに灘世紀の歴史を

手にかかれば、外径０．５mmの血管を吻合したり有し、日常茶飯事の手術となっている。再接着

神径束funiculus同志を縫合したり移植したり成功率は90％前後が常識となり、いまやいかに

することは決して難しいことではない。日本全して機能的に有用な再接着肢、指に回復させる
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かが課題である。また、欠損した指の再建法との太い筋皮弁musculocutaneousflap（例えば、

しては、足指の手への移植、wraparoundfl．広背筋皮弁）がよく用いられ、高い成功率が得

apと呼ばれる足母指からの爪を含めた％周の皮られている。

弁移植と遊離腸骨移植との組み合せ、足背皮弁筋肉の欠損に対しては、遊離筋肉移植が可能

と腸骨移植との組み合せなどがある。で、運動神経を縫合することにより、筋肉の機

四肢における広範な組織欠損に対しては、従能を再狸得させることもできる。

来からの有茎皮弁移植に代って遊離皮弁移植がまた長管骨の欠損や難治性の偽関節に対して

盛んとなった。巧くゆけば１回の手術で移植可（ま血管柄付骨移植が有用である。緋骨、腸骨、

能である故に、患者の負担は軽い。しかし、皮肋骨、中足骨などが血管柄付で移植できる骨で

弁を栄養している小さい血管を吻合するので失あり、同時に皮膚や筋肉とともに移植すること

敗の危険もある。この手術に用いられる皮弁はも可能である。噸生きた骨〃の移植としては目

ある特定の血管によって栄養されているaxial‐下注目されている。

ｐ誠tenflapと呼び、groinflapやdeltopector‐整形外科、外傷外科においてmicrorurgeryｐ誠tenflapと呼び、groinflapやdeltopector‐

ａｌｆｌａｐがその代表的なものである。しかしこ

れらはその栄養血管が細いため、最近では血管

の占める役割は極めて大なるものがある。

顕微外科ＭＩＣＲＯＳＵＲＧＥＲＹ

鏡下剥離術Microdissection

血管Ｖａｓｃｕｌａｒ 神経Ｎｅｕｒｏ

血管再建術末梢神経外科

血管吻合並に静脈移植術神経剥離術

血栓・塞栓摘出術神経吻合並に移植術

切断肢・指その他複合組織再接着術

吐の手への移植術

皮弁移植術神経血管付皮弁移植術

血管付骨移植術

緋骨

肋骨骨皮弁移植術

腸骨

血管付関節移植術

神経・血管付筋肉移植術

大網移植術

筋皮弁移植術
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ⅡＯＣＯＡ第１回症例検討会の報告
大橋規男理事

新執行部が誕生した昭和58年１２月の第１回理活発な意見や質疑応答が次々と出され予定の２

事会で、従来の学術講演以外に会員による症例時間を１時間以上も超過するような状態となっ

検討会型式の勉強会を持とうと云う話が出、そた。我々担当者の不手際もあって当初の目的を

の後の理事会で色々検討された結果、学会や集十分に達成出来なかった点もありますが、最後

談会のような固苦しい会でなく我々が日常の診までこの会の運営に御協力頂きました先生方に

療で気付いた点や困った症例等を持ち寄って気対しまして厚く御礼申し上げます。今後、回を

楽に話し合えるような会として発足しようと云重ねるにつれて先生方の御要望に沿って会を色

うことになった。しかしまだ会員相互のつなが々アレンジしていきたいと思っていますので宣

りも薄く、しかも第１回でお互いに様子が分かしく御願いします。第２回は本年６月15日(土）

らないため担当者としては会が始まるまで心配に開催致しますので多数の御参加を希望してい

と不安で一杯であった。会が始まると来場されます。

た先生方の熱意がそんな不安を一掃してしまい、

報告事項

。第１回症例検討会開催日昭和59年11月１０日（土）

。開催場所大阪メディカルホール（三和化学研究所５Ｆ）

・参加人数２８名

。第１回症例検討会演題並びに抄録

1．肘関節内骨折の２例

坂本整形外科坂本徳成

症例１．３６才、女性、ＯＬ、Ｓ58年１１月９日

転倒事故、Ｓ58年11月10日当科初診、初回Ｘ－

Ｐ２方向には、骨折線の位置的関係が明確でな

かった為に副木固定を施行し経過を見た。３日

後、腫脹が多少消退し、再度のＸ－Ｐ検査の結

果、上腕骨外穎部関節内骨折を証明し、更に骨

片の反転を伴っていた為に、観血的整復の適応

と考えられ、患者の家の近くの市民病院へ紹介

した。

この様な関節内骨折の治療指針を御教示賜わ

りたく症例を提示しました。

症例２．２４才男性、銀行員、Ｓ58年１０月１

日転倒事故、Ｓ58年１０月３日当科初診、Ｘ－Ｐ

上に右肘関節内剥離骨折を証明した。２４日間

（３．５Ｗ)の副木固定、其の後、温熱及び変形徒

手矯正を続行。Ｓ58年12月27日ＲＯＭＯ～１２０，

Ｓ59年２月２日ＲＯＭが略正常となり、し線上

は不充分であったが、一応症状固定とした。

Ｓ59年１１月６日現在、ＲＯＭ正常、Ｘ－Ｐ上

にＯＡ変化なし。

保存的治療にてほぼ完治したと思われた肘関

節内剥離骨折の症例。

2．MalletFingerに対する
DynamicSplintの使用経験

坂本整形外科坂本徳成

約５年前より当院ではMalletFingerの保存

的治療として、DynamicSplintを使用して

いる。今回Ｓ56年４月より59年８月迄の３年

５ヶ月間にSplintを装着した51症例（51関節、

男性４７、女性４）について検討した。

受傷、治癒時のし線比較、外観上の変形の有

無、ＤＩＰ関節の屈伸（ＲＯＭ）の総合判定に

より優・良・可に分類した。

５１例中、Ｉ型は19例（37％）で優12、良４、

可３であり、Ⅱ型は優15,良３，可１（計19例

３７％)、又、Ⅲ型は優５、良７（計12例24％）

となっており、１Ｖ型は１例（２％）で可であ
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った。指別では、環指が28例（55％）で半数以

上を占め、次いで中指、小指、示指であった。

MalletFingerに対するSplint療法は、Ⅳ

型には不適と考えられるが、Ｉ。Ⅱないし症例

を選べばⅢ型でも使用出来る有用な保存的治

療法の様である。

3．変形性膝関節症に対する足底板の使

用経験と荷重位し線撮影の試み

大橋整形外科大橋規男

変形性膝関節症１０８例に荷重し線撮影を施

行し非荷重位のし線像と比較検討した。し線変

化の軽度はGradel及び２に属する27例では荷

重による影響は殆んど無いか又は軽度で治療成

績も良好であるのに反し、中等度以上の変化の

ある81例では荷重によって関節裂隙が更に狭少

化したものが53例ありその中でも著明な変化即

ち関節裂隙が荷重によって殆んで消失してしま

うような41例では、保存的治療成績が不良と思

われるものが21例見られた。

荷重により内反・外反の強い症例１６例に足底

板を使用して経過観察中であるが、重症例を除

けば歩行痛・歩行能力の改善等良好な経過をと

る症例が多いように思われるので引続き症例を

増やしながら検討したい。

４保存的に経過観察した膝関節特発性
骨壊死の１例

大森整形外科大森佐一郎

足底装具を装着し保存的に経過を観察し得た

症例を呈示し、以下の諸点について御教示を得

たい。①この症例の場合、経過から見て発症の

時期はいつか。②病因は骨壊死とされている

が、外傷説もある。諸先生のお考えはいかがか。

③保存的治療の主眼は免荷と考えられるが、足

底装具の効果はどの程度のものか。
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5．Chance骨折を伴った高位３椎体
骨折と下腿骨折を伴った症例

星光病院山本光男

Smith.Ｗ､Ｓ､＆Kaupr.Ｈらによって報告さ

れているChanceFanctureの比較的珍しい報告

で症例９２３才．Ｓ５９．６，交通事故、Chance

骨折を伴う、高位３椎体骨折、一過性腰仙神経

不全麻庫症例について報告。

６．足関節鐸部骨折後に発生した
変形性関節症の１例

坂本整形外科坂本徳成

２３才、男性、Ｓ58年２月27日、スキー中に左

足部を捻転し、３月11日当科初診で左緋骨課部

骨折を証明した。転移を伴なわない亀裂骨折で、

年令的にも化骨良好と考えられ、湿布と包帯固

定及び理学療法、約４週間で治癒したものと思

われた。其の後、１年６ケ月後のＳ59年９月２６

日同足関節痛を訴え来院した。Ｘ－Ｐ上にて痔

痛の原因と考えられる過剰化骨形成によるＯＡ

様変形が認められた。

初回来院時にギブス固定を施行しておれば、

簡単に治癒していたであろうと反省されたｌ例

でした。

７．足関節捻性による距緋靭帯損傷

河合整形外科病院河合秀郎

整形外来に足関節捻性で来院する患者は甚々

多い･Watson-Jonesのinversiontestが陰性

でも、手術により、靭帯の断裂していた症例を

最近数例経験したので報告した。

内反捻性の場合の損傷靭帯はLigtalofibula‐

reant、が殆んどでLig.ｃ副caneofibulやLig

talonaviculareの損傷はあまりみられなかった。

単なる捻挫といえども、テーピングだけにたよ

らず、ギブス固定の必要性を痛感した。

手術成績はすべて良好である。保存的療法で

時に遷延治癒する例もあるので、初診時症状が

強い場合、レントゲンであまりinstabilityのみ

られない症例でも手術療法を試みてもよいであ

ろう。



8．外傷性麻痩にて日常診療に
訪れた４～５例

星光病院山本光男

最近の交通事故、労務災害、スポーツ外傷は

日増に激増する傾向で、我々整形外科へ種々の

多彩な病名を合併し、訪れる事も少なくないこ

の頃です。

家庭、学校、職場と多方面にわたって救急搬

走された、最近の症例４～５例の治験を報告い

たします。

ａ・左上腕骨果上骨折（完全）＋外果骨々

折８７才左正中椀骨神経不全麻律の非

手術例。

ｂ右上腕骨果部骨折十内果骨々折812才

右外傷性尺骨神経麻庫の手術例

ｃ大腿骨複雑骨折834才

坐骨緋骨神経不全麻庫の手術例

．右股関節外傷性脱臼に大腿骨々頭部分

骨折早15才

一過性坐骨神経麻律の手術例

ｅ両手指開放性第２～５中手骨々折

１８才

非手術例

9．脊椎転移悪性腫癌２例の反省

吉田外科整形外科吉田正和

①Ｓ、９生、女、商社事務員で主婦、８年

前からの職業性頚肩腕障害治療の経過中に、

第３～５胸椎に発生し、発見に手間取った

epidermoidtypecancerの症例。

②Ｔ、１２生、女、主婦、５ケ月前に左鎖骨

骨折でギブス治療を受け、そのための肩関

節拘縮と五十肩様癖痛及び数日前からの腰

痛で受診し、第４腰椎の無分離iこり症があ

る他に第１１．１２胸椎にlymphosarcomが発

見され、後で鎖骨は病的骨折であったこと

も判った例。

どちらも、痔痛と麻陣が進み、それぞれに他

の病院で手術を受けたが、初発病巣不明のま私

死亡した。

これらの診断と家族への告知、転医の手配、

手術や病理診断への関与などについて私の経験

した問題点を、他院のレントゲンフィルムやカ

ルテコピーをもお見せしながら、至らなかった

諸点の反省を混えて述べる。

初診時の主訴が腫甥以外の癖痛疾患である場

合は、特に気をつけなければ、腫傷の発見が遅

れるおそれが大きいことをも強調しなければな

らない。

お世話をおかけし、また快くデータを御教示

頂いた、兵庫医大整形外科・大阪回生病院整形

外科・豊昌会林病院の皆様に厚く御礼を申し上

げる。

－１６－



厚生部だより厚生部だより

第１回親睦旅行の御報告

昭和59年10月27日(土)～28日（日）、素附しい

秋晴れに恵まれ、第一回の親睦旅行に出かけま

した。

参加人員が予定より大巾に減り、８名となり

ましたので急拠、旅程を組直し、大阪駅より圃

鉄雷鳥にて加賀温泉に向い、山代温泉「ホテル

百寓石」にて楽しい一夕を過しました。

翌日はゴルフ組と観光組にわかれ、ゴルフ組

(７名)は、片山津ゴルフ場ｕ本海コースで１ラ

ウンド、折からの好天と快適な気候に好スコア

ーが続出しました。（別表）

観光組は残念乍ら、１名となりましたが周辺の

史蹟をタクシーで観光致しました。

午後２．００、ゴルフ組、観光組とも安宅の関、料

亭「長沖」で合流し、新鮮な魚料理を蛍味しつ

つ、なごやかに話し合いました。

帰路は再び国鉄雷鳥を利用し、楽しく談笑し

つ笛時間も忘れて大阪駅に杵き、午後８時過ぎ

に解散しました。

－１７－

厚生担当理事村上白士

河合秀郎

参加者が少いのは残念でしたが、'快適な気候

と晴天に恵まれ、終始和気あいあいとした楽し

い旅行でした。

今年は、１１月９１１(土）～１０日（1.1）に白浜温

泉を予定しております。「ホテル古賀の井」で

宿泊し、翌日は観光又は、白浜ゴルフ場（平草

原）でのゴルフの後、削烹「なにわ」に集合し

て魚料理を賞味する予定です｡、

多数の皆様の参加をお願いします。

第２回ゴルフコンペ成紙表

（59.10.28.片山津ゴルフ場）

Ｈ,ＲＧＮ
優勝中川英隆１９９１７２
２位大橋規男１４８７７３

３位三橋二良１７９１７４

４位篠原良洋２７１０２７５

５位坂本徳成２６１０３７７

ＢＢ河合秀郎１６９９８３

メーカー村上白士１４９８８４

Ｂ､Ｇ・大橋，.Ｃ､篠原･篠原ＮＰ・巾川･巾川
、



○Ａ．．..。

第６回理事会（59.926）
１）単科医会連絡協議会(９月１０日)の報告

①１０月１日より本人１割負担について

定額あるいは定率のどちらを選べばよいか。

定額はメリット少なく、大勢は定率。

②新しい医師会館内に、単科医会事務局用

の室を要求。現段階では実現無理。各、単

科医会へは､現在府医会より、年50,000円が

支給されている。その増額をはかってはど

うか。

③各単科医会の負担金は現在5,000円。

来年は２月より10,000円とする。

④専門医の認定と臨床医会

若い先生方が就職をされる際、専門医を

望まれるので、認定医の要望が強い。

＜宿題＞次回、各医会より２つ技術料アップを

要望するとすれば、何と何になるか？

２）ＪＣＯＡ社保懇(９月22日於仙台)の報告

Ａ）５９．３月の改定時の影響のアンケート

2,780通中約400通回収

10％前後、件数、点数とも減

Ｂ）５９．３．改訂時の不合理な点

①薬価基準を下げるならば、技術料をア

ップしては？

②内科再診と外科再診の格差

（65点と38点の格差）

内科再診と外科再診に２分するのでは

なく各科再診料としては……（例えば、

眼科再診料、耳鼻科再診料等々）

③慢性疾患指導管理料

根拠があいまいであり、200点､２２０

点に分けた根拠もあいまいである。

④検査のまるめに対する反対運動。

⑤処置の技術料が評価されていない。

⑥ブロック時におけるステロイドの併用

を認めよ。

⑦理学療法、何もかも一つにひっくるめ

られては困る。

③手術においても技術料のアップを。

⑨長期入院の場合は、治療費が下ってく

るので、病院経営にも影響が出て来る。

⑩今回の改正は大病院に厚く小病院には

薄いかたより。

３）各県代表者会議(９月２２日於仙台)の報告

①会員状況

８月末で２，８７９名

②評議員選挙について

５９．９現在在席者によって６０．２施行。

ＪＣＯＡとしては現在の24名から25名へ。

③医業経営委員会報告とこれからの報告

１．非医師の医療行為がどの程度まで許さ

れるか。

２．地方自治体が老人医療保健センターを

建設中であるが、整形外科医を必ず入れ

るように。

④特集号及び10周年記念誌発行に関する報

告

：告牒淵>撚の黒字で事
各県の名物、写真を原田先生へ。

⑤ＪＣＯＡニュース事務局だより発行につ

いて

原田先生が理事になられたので。

来年の３月まで拡大近畿ブロックが担当

（担当理事野口先生）

⑥今後の会議予定

総会及び懇談会１回、研修会１回、

理事会２回、各県代表者会議３回、

保険懇談会２回。

⑦専用電話、ファクシミリ導入の件

予定あり、男子職員も1人雇用予定。

③慶弔規定について

各県役員については２万円花料の形で。

各県会員については各県で独自に。

⑨広報委員長の交代について

⑤参照。

－１８－



⑩第１２回神奈川県研修会について

６０年９月13日、１４日、１５日、１６日

ＪＣＯＡＮｅｗｓＶｏｌ３、No.５を参照

⑪中村裕先生の葬について

⑫その他

・学術振興基金

１人３，０００円

残高を確認の上、総会で承認後、会費

より捻出。．

・賛助会員の件現在８７

・ＳＩＣＯＴ８４、ＪＣＯＡより23名出席。

・若草国体（１０月27,28日）身体障害者

大会にＪＣＯＡより盾を送る。

・理事会報告

医事紛争、ワL-ｸｼｮｯﾌﾐブﾗｲﾏﾘー ｹｱ。

４）近畿ブロック会の報告

「事務局だより」Ｖｏｌ1．Ｎｏ．７参照。

５）症例検討会の件

今まで演題がｌ例もなく１０/20〆切で再

度応募ない場合は理事で症例を考える。

6）第１回親睦旅行の件

９名参加予定

１０/２７雷鳥23号山代温泉泊（ホテル百

万石）

１０/28(墨懸班(片山灘ゴﾙﾌ）
雷鳥26号(19時25分大阪着）

費用５５，０００円位

7）ＯＣＯＡニュースの件（第１号）

費用３９，５００円

（3;:::：墓ｲﾘﾝ広告代
内容新役員の抱負、報告

理事会報告

ＪＣＯＡの事務局だよりからの抜

粋、会員名簿の追加。

次回は総会の報告と症例検討会の報告。

今回投稿されていない役員の方々も投稿。

６０．２月の評議委員の選挙に向けてのＰＲｏ

８）１２月１日ＯＣＯＡ総会の件

学術講演会

－１９－

奈良医大玉井先生（ｌ単位）

今年度事業報告、来年度事業計画、決

算報告、予算案

１０月17日理事会ＡＭ８．３０～

９）その他

イ）馬場康夫先生死亡退会の件

ＯＣＯＡより１０，０００円の御香典

ロ）ＪＣＯＡニュースの件

第７回理事会（５９１０１７）
ｌ）昭和59年度ＯＣＯＡ総会及び研修会につ

いて

③学術研修会について

札幌の日整会総会で専門医としての研修

を２年間で12単位取得することが決定した

が、果されなかった場合のことなど未定で

ある為、それまでは漸定的に学術研修会を

出来るだけ行う。現在いろいろの講演会が

検討されているが、来年度は、大体、年に

４回（２，６、１０月と総会)、日整会の単位

取得可能な会にすることとする。

⑥昭和60年度厚生部予定

①第３回ゴルフコンペ（春）

５月１２日（日）瀬田東コース

②第４回ゴルフコンペ（秋）

１０月１３日（日）竜王ＧＣ

③第２回旅行

１１月１０日又は'７日、白浜方面、国鉄に

て往復、古賀之井泊、白浜ゴルフ場に

てゴルフ・臨海研究所等見学、

割烹「なにわ」にて夕食

◎総会について

１２月１日

，総会３．００～４．００

講演会４．００～会費２，０００円

懇親会６．００～

司会村上理事

議長松尾先生

５９年度事業報告三橋副会長

６０年度事業計画吉田副会長

会誌について瀬戸理事



５９年度会計報告馬場理事
役員について

越宗先生・稲松先生、顧問へ

原先生幹事へ

河井秀郎先生(和歌山医大卒)を理事へ推薦

２）その他

④学術振興基金について

１０周年記念で表彰された人が各２万円、

一般会計から12万円拠出し、合計30万円を

大阪の拠出金として、12月１日の総会で承

認を得た後、本部へ送金する。

◎症例検討会について（大橋理事）

ｌ例でもあれば行う。行う、行なわない、

いづれの場合でも総会の通知と一猪に発送

する（予定通り11月１０日開催）

④日整会評議員選挙に当会より伊藤成幸理

事推薦。

臨時(第８回)理事会（59.121）
ｌ）Ｓ59.12.1総会時の各理事の分担

司会村上理事

５９年度事業報告三橋副会長

５９年度会計報告山本理事

６０年度事業計画吉田副会長

６０年度収支予算案山本理事

ＪCOA学術振興基金供出金の件坂本会長

６０年度役員変更の件〃

閉会宣言村上理事

研修会座長C講師紹介も含）吉田副会長

謝辞大橋理事

懇親会司会三橋副会長

２）その他

イ）府医々学会運営委員会に入会

委員吉田副会長

評議員三橋副会長・大橋理事・山本理事

ロ）１１，１０，０ＣＯＡ症例検討会の反省

京阪神集談会との関係・次回よりテーマ

を決めて行う。長期継続へ努力

ハ）新理事河合先生厚牛担当

二）大jﾘ研f医師会報にＯＣＯＡより投稿瀬戸理事

ホ）親睦旅行の報告

60年度新年理事会（60.1.19）
ｌ）ＪＣＯＡ近畿ブロック会について

日時Ｓ６０．９．７～９．８

場所大阪全日空ホテル６Ｆ

「花梨」にて広東料理

ゴルフ関西ゴルフ

２）昭和60年度総会及び学術集会について

総会日程Ｓ６０．１１．１６

会場三和化学メディカルホール

学術集会

３／９最近の脊椎外科の進歩

奈良医大講師岩崎洋明先生

５/１８プライマリーケアーについて

高山堂先生

総会時大阪市大島津教授

（総会の日時は島津教授の都合により巾をもたせる）

３）

４）

６/１５症例検討会三和化学ﾒヂｨｶﾙﾎｰﾙ

昨年と同じような方向で再度行ってみる

ＯＣＯＡＮｅｗｓ第２号について

瀬戸理事……府医師会、医学会へＯＣＯ

Ａの紹介記事

ＯＣＯＡＮｅｗｓを会誌に変えて年２回位

発行

ＯＣＯＡ会誌第２号

・総会の記事

･玉井先生の講演の抄録

・症例検討会

。親睦旅行について村上理事･河合理事

。第１号以後の議事録及び事務局だより

抜粋

・会員の異動

馬場先生の追悼文を市大の先生へ

。一般会員の投稿をつのる

２月末日頃迄とし､応募要項記事と一緒に

６０年度症例検討会の件・６０年度親睦旅

行の件・総会の予告等を掲載する

その他

府医々学会入会の報告吉田副会長

会長稲葉会長

副会長橋本博副会長

〃坂本幸成阪大医学部々長

－２０－



ＯＣＯＡより運営委員吉田副会長

評議委員大橋理事・三橋副

会長・山本理事

１／２１運営委員会(ＰＭ３．００～）

(1)医学会の開催

(2)専門医会及び各種謁係団体との協調

(3)医学の研究と情報の交換

(4)生涯教育の実施

(5)大阪府医師会医学雑誌の刊行

(6)医学研究に対する奨励及び表彰

(7)その他必要と認める事項

5）単科医会連絡協議会からの要望書について

今後このようなことに関して､いち早く

情報を集め検討、研究していくべきである。

､附記事項

ｌ）ＪＣＯＡ近畿ブロック会のゴルフについて

関西ゴルフが当日マンスリーにあたってい

る為ビジターのスタートが遅くれる模様で、

城陽カントリークラブと折衝中、城陽が無理

な場合は瀬田Ｃ､Ｃｏ

２）６０年度総会について

日時講師、島津教授の都合により12月７

日へ変更。

会場三和化学メディカルホールは当日先

約がある為使用不可能、レストラン

パレス、大正製薬学術ホール(関目）

等を検討中。

?~～厚生部よりお知らせ～~~~～
Ｉ

秋のゴルフコンペと一泊旅行〈

Ｉ①第４回ゴﾙﾌｺﾝぺ(秋）
Ｉ１０月１３日（日）竜王ＧＣ
Ｉ

Ｉ

ｌ②第２回旅行
’

１１月９日（土）～11日（日）白Ｉ

７－－トテエロ1J｡、ンＣｕハＨシこ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１ １
秋のゴルフコンペと一泊旅行の予定は下記の様になっております。Ｉ

Ｉ①第４回ゴﾙﾌｺﾝぺ(秋） ｌ

１１１０月１３日（日）竜王ＧＣ
Ｉ Ｉ

Ｉ ｌ

ｌ②第２回旅行 '

１ １

１１月９日（土）～11日（日）白浜方面国鉄にて往復１１

１。古賀之井泊白浜ゴルフ場（平草原）にてゴルフ １
１

１～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

－２１－



〒

544

536

557

5９９

－０２

582

533

577

541

569

536

〒

572

。会員名簿追加

氏名

いなつぎはやと

稲次征人

雌かもとまな頚

中本学

もりやすひろ

森泰寿

たまいたりひろ

玉井丈博

にししゅうすけ

西周助

つじたももすけ

辻田百典

ひらいしようぞう

平井象三

ないとうかずお

内藤一男

laつとりりようじ

服部良治

わたりやすお

亘康男

鱗 別

開.業

Ａ'

バグ

〃

尻グ

ﾉザ

Jザ

〃

例'

〃

。 住所変更

氏名

すがこうじ

菅厚二

開業
勤務
別

開業

医療機関名称

協同診療所

中本整形外科

森整形外科

玉井整形外科
内科医院

西整形外科

辻旧外科

平井整形外科

内藤外科

整形外科医院

服部終形外科

亘整形外科

医療機関名称

菅クリニック

医療機関所在地

大阪市平野区小路東
２－６－２０

大阪市城東区関目
１－１４－１７

大阪市西成区岸里東
２－１４－２２

泉南郡阪南町下出４９２

柏原市国分本町
１丁目９－４

大阪市東淀川区淡路
２－１３－８

東大阪市荒本西
４の6６

大阪市東区道修町

3丁目２４錦江ビル内

高槻市安岡寺町２丁目
1３－５

大阪市城東区鴫野東
２－１０－９

医療機関所在地

寝屋川市香里本通町
７－３３－力ビル３Ｆ

電話番号

0６

7５２－５０７５

７５１－３３３６

０６

９３１－５５１０

０６

６６１－４９７８

０７２４

７１－１６９１

0７２９

７８－６２４０

０６

3２２－２８３０

０６

7８９－８１７１

０６

2３１－１２８１

0７２６

８７－２８００

0６

9６１－３５８７

電話番号

０７２０

３１－６６５５

自宅住所

〒６３０－０１

生駒市真弓２－６－１２

〒５３５

大阪市旭区新森
３－１６－１０

同左

同左

同左

〒６２２

西宮市神呪町２－１６

高槻市安岡寺町３丁目
３番８号

〒５６O
豊中市東豊中町３丁目
2９－１６

自宅住所

寝屋川市香里本通町
1０－４

龍宝ﾏﾝｼｮﾝ５０７号

電話番号

07437

８－１６７５

０６

９５２－０３０６

０７２４

７１－１６９１

０７２９

７８－６２４０

0６

3２３－５７３５

0７４２

４３－９８６６

０７９８

５２－０７１９

0７２６

８８－２８３２

０６

８４０－２１１８

電話番号

･下記のＯＣＯＡ会員が逝去されました。謹しんで哀悼の意を表し御冥福をお祈り致します。

氏名 自宅住所 死亡年月日

馬場康夫 堺市 昭和５９年８月５日

－２２－



追．‘悼文
｡ ＝▲

馬場康夫先生遺影

追 悼

本会員馬場康夫医学博士は、昭和59年８ｊｊ５日、白血病のために亡くなられました。会員を代表

して、坂本会長がお悔みに参りました。

先生は、昭和13年９月９日大阪Ili生れ、府立住吉高校、大阪｢価立大学医学部卒で、昭和39年４月

大阪市火整形外科入局、大学病院・住吉市民病院・大野病院に勤務の後、昭和54年８月から堺市八

田西町２－９－２３で開業して居られました。昭和49年９月に学位を取得された論文は「‘慢'性関節リ

ュウマチの下肢機能障害に対する高位脹骨骨切り術の研究」と題する大変立派な内容のものであっ

たことからも分る様に関節リュウマチや変形性関節症についての学識には特にすぐれrて居られました。

何時も‘優しい顔で控え目に話される紳士で明断・誠実なお人柄でしたが、その一方、市大柔道部

の猛者であったそうで、入局後もよく市川現大阪体育火教授や広橋現市大講師等の教室先張方と共

に乱取りをして居られた由です。

これからが働き盛りの有為な仲間を失ない、まことに痛恨の極みです。心から御冥福をお祈り致

します。

市大病院御入院中は、同教室の柿本・岩瀬両先生が診療所を守って下さり、亡くなられた後は３

年先飛の江口享先生が国立泉北病院を辞して引受けて下さって居ります。この様な厚い友'情が、死

期を'悟っても乱れずに苦しい療養にI耐え、教室員一同への感謝と別れの言葉を書き綴ってさえ居ら

れた先生の御心を和ませ、今もまた御狼を安らかならしめていることと思います。

副会長吉田正和

－２３－



宗
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(1)学術研修会の御案内

演題：整形外科に於けるプライマリー・ケアー

講師：日本臨床整形外科医会副会長高山篭先生

日時：昭和６０年５月１８日（土）午後３時

会場：大阪商工会議所４０２号室（東区大阪国際ホテル東隣）

この研修会は日整会教育研修会として認定されますので受講証明書御希望の方は当日会場で

２，０００円をそえて御申込み下さい。（保険医協会と共催で行われます｡）

(2)ＯＣＯＡ第２回症例検討会の御案内と演題募集
①日時：昭和６０年６月１５日（土）午後２時30分より

②場所：大阪市淀川区宮原４－３－５大阪メディカルﾎール（三和化学研究所５Ｆ）

③演題締切り日：昭和60年５月２０日

④演題申し込み先：〒５３５大阪市旭区新森２－５－３大橋整形外科大橋規男

⑤演題募集要項：日常診療で診断・治療に困った例、反省例、ワンポイントアドバイス、開業

医に直結した症例を御願いします。

顧問

徳
正
二
寅
成
規
清
白
光
貞
信
秀

会長

副会長

正
滋
成
和
良
次
幸
男
，
一
士
夫
夫
夫
郎

越
稲
坂
吉
三
黒
伊
大
大
村
山
馬
瀬
河
本
原

－２４－

寅二郎

省吾

理事

監事



坂本徳成

昭和６０年４月３日

大阪臨床整形外科医会研修会

殿坂本徳成

日木整形外科学会教育研修委員会は下記のように貴会を日本整形外科学会

教育研修会として認定致しますので何卒よろしくお願い致します。

記

認定番号 1４３

大阪臨床整形外科医会研修会会の名称

代表者名

日本整形外科学会教育研修会認定書

開催日．開催時間昭和60年５月１８日（土）１５：００～１７：００

大阪商工会議所開催場所

認定単位 1単位

備考

へ
１
８
Ｊ
０
９
句
△
■
０
『
９
８
０
４
．
４
．
●
ｑ
Ｊ
ｊ
８
０
’
塑

譲
｛
睡
恥
や
一

一
鱈
一

合
エ祥
義
洲
星
輔
赤

同
［
】社団法人

会長

日本整形外科学会教育研修委

委員長小野啓自



原稿募集

次号（第３号）昭和60年12月発行予定です。日頃臨床経験、診療上の工夫、学会研
修会印象記・ＯＣＯＡに対する意見要望・医業経営・医政に関する御意見・随想・
趣味等々いづれでも結構です、癒って御投稿下さい。

(送り先：ＯＣＯＡ事務局）

編集後記

昨年10月からの社保本人１割負担、本年３月からはまた繁用薬価の引き下げと、医療経済情勢は

益々きびしさを加えて参りましたが、ＯＣＯＡ会員の皆様何如対処なされていますか。

ＯＣＯＡ会報第２号をお届けします。当初はＯＣＯＡＮｅｗｓと会誌？両立で発行する予定でした
が、ＪＣＯＡＮｅｗｓとの重複記事、原稿の集り具合や、東京都や近隣臨床整外医会の会報も参考と

して、当分ＯＣＯＡ会報として年２回発行することとし、表紙もつけて内容の充実を計る事になり

ました。２月に会員の皆様に原稿を募集しましたが、期間も短かく、又健保点数、薬価の改正もあ

って御多忙でもあり、残念ながら一般会員の投稿はありませんでした。次号は各個別に会員の皆様

に御依頼してはとの声もあり、出身大学別にお一人づつでも順番に御投稿をお願いするとか、会員

の誌上自己紹介をしていただいては等と考えておりますのでその節はよろしくお願い申し上げます。

昨年のＯＣＯＡ一泊旅行では観光組二人の内お一人が親戚の御不幸で急に参加出来なくなり、と

うとう私１人タクシーで観光する羽目になりましたのであわててゴルフの練習を始めました。それ

でも宴会、往復の車中ワキアイアイ実に愉快な旅行でした。本年は是非大勢で旅行したいと念願し

ております。

（瀬戸信夫記）

大阪臨床整形外科医会会報第２号

昭和６０年４月３０日印刷
昭和６０年４月３０日発行

発行所大阪臨床整形外科医会事務局
〒541大阪市東区安土町２－３０

大阪国際ビル１６Ｆ
坂本整形外科内電話(06)２６６－０６６６

編集者坂本徳成・三橋二良
大橋規男・瀬戸信夫

－２５－



●炎症部位への移行性が高い
■効能･効果

下記疾患ならびに症状の鎮痛･消炎

変形性関節症,頚肩腕症候群,腰背痛症
下記疾患の鎮痛･解熱

上気道炎

外傷ならびに手術後の鎮痛･消炎
■薬価基準収裁

※用法･用量,使用上の注意,取扱い上の注意等は添付文書を
ご参照ください．

TOLECTIN。

⑳⑬トレクチン錠100ｍｇ
⑳⑬トレクチン錠200ｍｇ

<トルメチンナトリウム錠）

、雛窪講 『－１



％
■

:１ 台療に

旧雰プｾﾙ

〔適応症〕 〔包装〕

●什籾騰症(カブ°セル3浬gは除く｡） カプセル0.恥g:100,500カプセル｜液0.5“:l()､０

●ド槌疾魁におけるビタミンＤ代謝災粥に伴うＩ洲症状(低カル０．２５」αg:100,500カブ°セル

シウム血症､テタニー､骨痛､骨病変等)の改灘。 Iﾉu拝100,500カプセル

慢性儒不全､別甲状腺機能低ド症､未熟児(液のみ)、ピタ 3“：１００カブ。セル

ミンＤ抵抗性クル病･'汁炊化派 ■｢使川ｋの注意｣,1,1法･川ＩＩｔ｣は添付文11|:をごI麓下さいｃ

､号副５１師8１蕊垂Iixl中外製薬
〒104束京都中央区京橋2-1-9

ＴＥＬ(03)２８１－６６１１
ＣＡＬ４５０３
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水溶液で安定／Ｖ･Ｂ,,Ｂ6,Ｂ1２
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裳オラミジ･ﾌｕ－Ｅ－液

1.総合的な神経機能調整作用〔適応症〕
各成分の協力作用により

効果と機能の正常化をは

、

力、

健保適需）

各祁神繰疾忠に対し錬揃ド‘犯疾恐のうちビタミンＢ,．ＢＧ･Ｂ１２の代謝障秤が
ります。間-ﾘ.すると推定される場合。

2．生体全般の諸機能賦活作用■神経痛■筋肉痛､関節痛■末梢神経炎､末
各成分の作用により、エネルギー-代!;１Ｍと物衝代‘洲を梢神経麻揮■糖尿病時の末梢神経症状の改善、
活発にして、全身状態の改沸にｲ『効であります。アルコール中毒性神経炎■ウェルニッケ脳炎
3．抗貧血作用■脚気衝心■悪性貧血、栄養性貧血、寄生虫
本剤中のヒドロキソコバラミンは悪ﾔ|裁血をはじめ、性貧血■栄養不全
各碓の貧血症状を呈する疾旭にｲ丁効であります。なお、効染がないのにﾉj余にわたって･礎然と投

■■

バノ｝

。
．
》
》

与すべきではありません。

屍“蕊索霊議蕊霧謹塞零議蕊常.豊…･…ﾏー〔包装〕

鍵I鍵J１
10ｍｌ：５禰冒･10符｡５０領

＊用法･用逓･使用上の注意等は製品添付文悲をご参
照ください。

介日刺噸術式彊蹴
医薬事業部東京都千代

ＴＥ

田区一番町Ｉ５－５

ＬＯ３(264)1251
鐘
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